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２ 

『もちむぎの恵みで、みんなが元気！』 
もち麦ＰＲ冊子 

第３弾ができました！ 

　もち麦の栄養価、高

い機能性の解説をはじ

め、腸内環境改善を専

門とされている小林暁

子先生に執筆いただき、

もち麦の魅力を存分に

お伝えします。 

　また、もち麦生産組

合や加工グループの様

子、もち麦を使った料

理レシピなども紹介しています。 

　農林振興課で配布していますので、ご覧くだ

さい。 

田んぼアート情報 田んぼアート情報 田んぼアート情報 
　福崎町で初めて行う田んぼアートは、多くの方

のご協力を得て実施しています。 

　６月２５日の田植え体験では、田んぼの準備・管

理等は農事組合法人西治営農組合、イベント当日

は町内営農組合、ＪＡ兵庫西、福崎町ボランティ

ア連絡協議会のみなさんにたいへんお世話になり

ました。また、イメージデザイン画を基に田んぼ

や苗の状況にあわせて図柄を提案してくださった

兵庫県立大学環境人間学部関教授、イベントを盛

り上げようと

かけつけてく

ださったＡＳ

ハリマアルビ

オンのみなさ

ん、本当にあ

りがとうござ

いました。 

【田んぼアート会場】 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（７月１６日～８月３日） 

おはなし会 

7月16日（土） 
11：00～ えほんのじかん 

8月3日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

7月23日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　 

こぶとり爺さん ほか」 

8月4日（第1木曜日）資料整理のため休館 

３ 

「らいおん」「おひるねこねこ」などを書かれた

金尾恵子（かなお・けいこ）さんと一緒に絵本を

つくろう！ 

先着１５人（要予約）おうちのかたも作れます♪ 

８月９日（火）・１０日（水） 
２日間連続講座 
１３時～１５時 

７月２７日（水）１０：００～１２：００ 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 

　22－1564 

一般書10冊　　児童書1冊 
「田中角栄　１００の言葉」　別冊宝島編集部 

「読まずに死ねない哲学名著５０冊」 

　　　　　　　　　　　　平原　　卓 

対象　小学生　先着１５人（要予約） 

　５月３１日、姫路人権擁護委員

協議会定期総会において、『全

国人権擁護委員連合会長表彰』

の伝達式が開催され、人権擁護

委員の大井義雄さんが表彰され

ました。 

　長年人権擁護委員の職にあり、

職務上顕著な功績があった方を表彰し、その功に

報いるものです。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（住民生活課） 

　町制施行６０周年を記念し、エルデホールでは、
秋祭りの写真展を企画しています。 
　祭り屋台が写ったもので、古い写真を探して
います。 
　写真をお持ちの方は、エルデホール又は社会
教育課までご連絡くだ 
さい。 
　エルデホール 
　（　２３－１６５５） 
　社会教育課 
　（内線２５６） 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

　今月（７／２０～８／１９）のボランティア活動予定

をお知らせします。ぜひご参加ください。 

ココロンクラブ 

　７月２３日（土）８：３０～　役場周辺街路樹下手入れ 

みどりのグループ 

　７月２０日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 

　８月３日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 

　８月１７日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 



４ 

1日目 8月6日（土）１３：１０～（開場１２：００） 

山桃忌式典 

吉備舞　　「浦辺の松」　　　　　　　　　KFK典楽会 

基調講演　「井上通泰と柳田國男～兄弟の絆～」 

　　　　　柳田國男・松岡家記念館顧問（東京学芸大学教授）

　石井正己 

記念講演　「学校の妖怪」 

国立歴史民俗博物館名誉教授　常光　徹 

シンポジウム　「現代に生きる妖怪たち」 

コーディネーター：石井正己　　　　　　　　　　 

パネリスト：韓国・仁荷大学校名誉教授　崔　仁鶴 

島根県立大学短期大学部教授　小泉　凡 

兵庫県立歴史博物館学芸員　香川雅信 

福崎町地域振興課課長補佐　小川知男 

３日目 8月8日（月）９：３０～（開場９：００） 

第１部　山桃忌と妖怪 

第３部　日韓共同学術会議 

研究発表　「民俗学の歴史・方法・課題」 

シンポジウム　「２１世紀における民俗学の挑戦」 

　福崎町では、柳田國男と兄・井上通泰の祥月にあたる８月に、二人の偉業
を偲んで「山桃忌」を開催しています。 
　今年は、「山桃忌と妖怪」をテーマに、講演会やシンポジウム、ひろしま
安芸高田神楽の上演、日韓共同学術会議などで、松岡五兄弟の功績を発信し
ます。ひろしま安芸高田神楽では、葛城山、恵比須舞、八岐大蛇の演目が披
露されます。日本の伝統芸能を、ご家族そろってご覧ください。 
 
とき　８月６日（土）・７日（日）・８日（月）　ところ　エルデホール 

特産品・観光コーナー　１２：００～１７：３０ 

もちむぎスイーツ、観光グッズなどを販売します。 

かつらぎさん え び す ま い  やまたのおろち  

２日目 8月7日（日）１３：００～（開場１２：００） 

ひろしま神楽解説 

　柳田國男・松岡家記念館顧問（東京学芸大学教授） 

石井正己 

ひろしま安芸高田神楽上演① 

　演目：葛城山（広島県安芸高田市　桑田天使神楽団） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国から見た中国地方の神楽 

　広島大学名誉教授　尹　光鳳 

ひろしま安芸高田神楽上演② 

　演目：恵比須舞、八岐大蛇（桑田天使神楽団） 

第２部　神楽の中の妖怪たち 

８月６日（土）の第１部は、事前に申込が必要です。 

　※７日（日）のひろしま安芸高田神楽、 

　　８日（月）の日韓共同学術会議は申込不要。 

申込先　社会教育課（内線２５６・２５７）FAX２２－０６３０ 

予 約 申 込 

妖怪土蜘蛛退治 
（葛城山） 

つちぐも  

８頭の大蛇の激しい舞（八岐大蛇） 
おろち 

（神楽の写真はともに広島県安芸高田市商工観光課提供） 

要申込 

申込不要 

申込不要 
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　山桃忌奉賛事業として、文化協会の主催で、
次の行事が行われます。どうぞご参加ください。 

【写生大会】 
　対象　小・中学生 
　日時　７月２３日（土）・２４日（日）９：００～ 
　場所　柳田國男生家付近 
　審査　平田文子　先生 
【短歌祭】 
　日時　８月６日（土）１０：００～ 
　場所　文化センター　小ホール 
　選者　楠田立身　先生（兵庫県歌人クラブ顧問） 

文化協会からの 
お知らせ　　　 

　山桃忌１日目（８月６日（土））のもちむぎのやか
たレストランは、１５時以降、貸切営業となります。 
　山桃忌御膳を事前に予約された方のみの利用と
なるため、一般の方はご利用いただけません。 
※売店は利用できます。 

（社会教育課） 

８月６日　もちむぎのやかた 
レストランの貸切営業について 

●文化センター行事予定（7/20～8/19） 

神崎学園 

日時：７月２１日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

　　　８月４日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 

福寿学園 

日時：８月４日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

　　　８月１８日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

　日時：７月２１日（木）　１３：２０～１５：００ 

　場所：文化センター 

　演題：「戦国武将　真田幸村が生きた時代」 

　講師：古典文学講師・バニラシティ代表 

　　　　　森田充代さん 

※上記公開講座は一般の方も参加できます。どうぞ

お越しください。 

関 連 イ ベ ン ト 

☆特別メニュー「山桃忌御膳」 
　福崎町特産もちむぎと地元で採れた米や野菜を
使った一夜限りの「山桃忌御膳」を４０食限定でご
用意します。 
と　き　８月６日（土）１８：００～２０：３０ 
ところ　もちむぎのやかたレストラン 
価　格　２，０００円（税込・飲み物別） 
※ご予約は、社会教育課（内線２５６）まで。 

要予約 

☆民俗学の夕べ 
　柳田國男が生まれ育った　川区で毎年山桃忌の
夜に開催されるお祭りです。猿まわし、鬼太鼓、
餅まきなどが行われます。 
と　き　８月６日（土）　１８：３０～２１：３０ 
ところ　鈴ノ森神社境内 
※８月６日（土）は、エルデホールから　川界隈ま
で無料送迎バスを運行します。 

山 桃 忌  

☆　川界隈のライトアップ 
　町制６０周年を記念して、　川山公園周辺が幻想
的にライトアップされます。 
と　き　８月６日（土）、７日（日）　１９：３０～２１：００ 
ところ　もちむぎのやかた北側 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【７月の休館日】７日・１４日・２１日・２８日 
　【８月の休館日】４日・１１日・１８日・２５日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

　エルデホールでは、みなさんの企画イベントを実
施しています。「こんな舞台を見たい！（見てもら
いたい！）」「あのアーティストを呼びたい！」など、
あなたが抱いている夢を企画・提案し、実現させま
せんか？ 
 
【提案要件】 
①文化芸術事業を行うことを目的とした団体である
こと 
②代表者（町内在住か在勤）と事務局があること 
③専門家等により実施される有料公演で、団体が共
演するなど事業にかかわること 
※企画からチケット販売計画、当日の進行までして
いただくことになります。 
※来年度以降の事業となる場合があります。 
　審査の結果、事業費の一部もしくは相当額を支援
します。詳細についてはエルデホールへお問い合わ
せください。 
 
平成２７年度住民企画事業実績 
・「打打打団天鼓in福崎」和太鼓コンサート 
・ファミリーコンサート～素敵なスクリーンミュージック～ 

エルデホールからのお知らせ 



八千種小学校１年（当時）　白井汰知 

福崎東中学校３年（当時）　村田壮磨 

福崎町 

良
い
人
間
関
係
の
大
切
さ 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
） 

日
野
こ
こ
ろ 

　
最
近
の
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
の
記

事
を
見
て
み
る
と
、『
死
亡
』
と

い
う
『
命
』
に
関
係
の
あ
る
単
語

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
内
容
は
自

然
災
害
に
関
係
す
る
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
そ
れ

よ
り
も
殺
人
や
自
殺
、
事
件
な
ど

で
、
人
が
人
の
命
を
奪
う
と
い
う

内
容
が
多
い
気
が
す
る
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
私
は
一
日
に
何
件
く

ら
い
殺
人
や
自
殺
に
関
す
る
記
事

が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
な
ん
と
十
三
件
も
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
日
だ
け

が
特
別
多
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

他
の
日
も
調
べ
て
み
る
と
、
残
念

な
こ
と
に
、
そ
の
日
も
約
十
件
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

　
私
は
、
い
く
つ
か
の
記
事
を
読

ん
で
み
ま
し
た
。
様
々
な
原
因
が

書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
で

も
『
人
間
関
係
』
が
原
因
で
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
学
校
で
の
い
じ
め
、

友
だ
ち
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
仕
事
上

の
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た
、
身
近
な

人
間
関
係
が
事
件
の
原
因
と
な
っ

て
い
た
の
で
す
。 

　
で
は
、
こ
う
い
っ
た
事
件
を
減

ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
良
い
人
間
関

係
を
築
く
こ
と
で
減
ら
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
お
互

い
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
正
直
に

伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
自
分

は
相
手
の
気
持
ち
を
、
相
手
は
自

分
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

誤
解
か
ら
生
ま
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
り
に
く
く
な
る
と
思
う
か
ら

で
す
。 

　
私
が
小
学
生
の
頃
、
あ
る
子
か

ら
、「
友
だ
ち
と
ケ
ン
カ
を
し
た
」

と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
ケ
ン
カ
の
相
手
の
子

か
ら
も
同
じ
よ
う
に
相
談
を
受
け

ま
し
た
。
二
人
の
話
を
聞
い
て
い

る
と
、
お
互
い
に
自
分
の
気
持
ち

を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
き
れ
て
い
な
い

だ
け
で
な
く
、
相
手
が
な
ぜ
怒
っ

て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

気
ま
ず
く
な
っ
て
い
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
。 

「
そ
れ
な
ら
ば
！
」
と
思
い
、
私

は
二
人
に
お
互
い
が
思
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
、

お
互
い
に
誤
解
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
、
仲
直
り
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
き
っ
と
、
皆
さ
ん
の
周
り
に
も

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
よ
く
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
互

い
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
き
ち
ん

と
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う

の
で
す
。 

　
し
か
し
、
何
で
も
正
直
に
伝
え

て
し
ま
う
と
、
相
手
が
傷
つ
き
、

逆
に
も
め
る
場
合
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
も
、
何
で
も
正
直

に
言
わ
れ
る
と
、
イ
ラ
ッ
と
し
た

り
、
傷
つ
い
た
り
す
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
言
い
方
を
変

え
て
み
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
相
手
の
意
見
に
反
対

す
る
と
き
、
き
つ
く
、 

「
こ
ん
な
ん
い
や
や
！
」 

と
言
う
よ
り
も
、 

「
そ
れ
も
い
い
け
ど
、
こ
っ
ち
も

よ
く
な
い
？
」 

と
言
う
方
が
相
手
も
傷
つ
く
こ
と

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
全
否
定
す
る
よ
り
も
、
相
手

の
意
見
も
た
て
な
が
ら
、
自
分
の

意
見
も
言
う
方
が
、
相
手
も
心
穏

や
か
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

納
得
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
伝
え
る
手
段
は
自
分
の
口
か
ら

出
る
言
葉
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
字
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
多
く
の
人
が

自
分
用
の
様
々
な
通
信
機
器
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
と
て
も
便
利

で
、
世
界
中
の
人
と
簡
単
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
相
手
の
顔
が
見
え
ず
、

交
流
の
手
段
は
文
字
に
よ
る
の
で
、

一
文
字
抜
け
た
だ
け
で
も
文
章
の

持
つ
意
味
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
あ
る
子
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、

「
○
○
ち
ゃ
ん
か
わ
い
く
な
い
？
」

と
、
疑
問
形
に
し
た
か
っ
た
の
に
、

ハ
テ
ナ
を
つ
け
ず
に
送
信
し
て
し

ま
い
、 

「
○
○
ち
ゃ
ん
か
わ
い
く
な
い
」

と
い
う
肯
定
し
た
文
が
本
人
に
伝

わ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
そ
う

で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
伝
え
る
側
の
ミ
ス

や
、
受
け
取
る
側
の
誤
解
に
よ
り
、

様
々
な
事
件
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
顔

を
合
わ
せ
て
話
を
し
、
相
手
の
気

持
ち
を
大
切
に
す
る
と
、
殺
人
や

自
殺
に
ま
で
つ
な
が
る
よ
う
な
最

悪
の
事
件
は
減
る
と
思
い
ま
す
。 

　
私
も
、
こ
れ
か
ら
は
今
以
上
に

気
を
つ
け
て
、
良
い
人
間
関
係
を

築
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

６ 

福崎小学校１年（当時）　小西悠太 



「
あ
り
が
と
う
」
っ
て 

　
言
っ
た
あ
な
た
に
　
「
あ
り
が
と
う
」 

高
岡
小
学
校
３
年（
当
時
）　
岡
本
琉
那 

あ
り
が
と
う 

　
ふ
ん
わ
り
言
葉
で
　
心
が
笑
顔 

福
崎
小
学
校
４
年（
当
時
）　
楠
田
葉
菜 

あ
り
が
と
う
　
そ
の
言
葉
だ
け
で 

　
う
れ
し
い
よ 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　
釣
　
明
穂 

思
い
や
り
　
み
ん
な
の
笑
顔 

　
つ
な
が
る
心 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
）　
赤
松
紗
奈 

７ 

役
場
職
員
の
紹
介
　
第
２
回 

人
権
に
つ
い
て 

　
人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
女
性

や
高
齢
者
、
同
和
問
題
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
、
毎
年
、
人
権
研
修

会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
住

民
の
皆
様
に
考
え
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
普

段
の
生
活
の
中
で
問
題
は
起
こ
り

ま
す
。
今
回
、
子
ど
も
の
心
を
大

き
く
傷
つ
け
て
し
ま
う
問
題
が
起

こ
り
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
そ
の
お
子
さ
ん
や
ご
両
親
等

に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
二
度

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

再
発
防
止
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

　
６
月
定
例
議
会
は
２４
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。
７
月
に
入
り
、
２８
年

度
も
３
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
を
は
じ
め
、

ま
ち
づ
く
り
は
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
が
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

一
歩
一
歩
を
積
み
重
ね
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

第４６７回福崎町議会 

町
長
　
橋
本
省
三 

　
「
大
地
に
根
を
張
り
、
幹
を
太

ら
せ
、
枝
を
広
げ
、
大
き
く
伸
び

行
く
福
崎
の
教
育
」
を
長
期
目
標

に
掲
げ
、
今
年
は
、
①
就
学
前
保

育
・
教
育
の
充
実
。
②
学
校
教
育

の
充
実
。
③
家
庭
の
教
育
力
を
高

め
る
。
④
地
域
の
教
育
力
を
高
め

る
。
⑤
生
涯
学
習
の
充
実
。
⑥
開

か
れ
た
教
育
委
員
会
の
推
進
。
を

重
点
目
標
に
上
げ
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
課
題
も
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
方
々
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一

歩
一
歩
前
進
し
て
い
ま
す
。｢

福

崎
で
育
っ
て
、
学
ん
で
、
住
ん
で
、

良
か
っ
た｣

と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

シスレーのバラ 
「絆 －KIZUNA－」 

教
育
長
　
　
寄
十
郎 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

よもぎ入りホットケーキを作ったよ 
　福崎幼児園では、５歳
児が月に１度『お楽しみ
クッキング』を実施して
います。４月は『よもぎ
入りホットケーキ』を作
りました。 
　よもぎを知らない園児
が大勢いたので、まずはよもぎに関する絵本を見たり
調べたり。それから、いざ！よもぎ採りへ！たくさん
採ってきたよもぎを、みんなで掃除して、洗って、茹
でて、ホットケーキにのせて焼きあげました。「いいに
おい」「おいしい！」「おかわり!!」と言いながらおいし
くいただきました。 
　クッキングをしてからは、「あ、よもぎがある!!」「ほ
んまや!」と、すぐによもぎを見つけられるようになり、
自分たちの身近なところにも、思わぬおいしい食材が
あるということを知った子どもたちです。 

夏の交通事故防止運動 

　夏はレジャーなどにより、交通の流れ、交通
量が変化し、事故が起こりやすい季節です。交
通事故にあわないよう十分に注意し、交通ルー
ルを守り正しい交通マナーの実践を心がけまし
ょう。 
 
○飲酒運転は絶対にしないでください。 
○全ての座席でシートベルト・チャイルドシー
トを正しく着用してください。 
○運転中に携帯電話を使用しないでください。 
○夕暮れ時の運転は早めのライト点灯を心がけ、
歩行者は反射材などを身につけてください。 

７月１５日（金）～２４日（日） 



ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
「
無
料
で
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に

体
験
宿
泊
」
と
い
う
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
見
て
、
添
付
の
ハ
ガ

キ
で
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
当
選

し
、
母
子
３
人
で
出
か
け
た
。 

　
事
前
に
届
い
た
宿
泊
案
内
に
、

５０
分
ほ
ど
の
会
員
権
付
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
説
明
が
あ
る

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。 

　
到
着
後
す
ぐ
に
、
宿
泊
室
で
５０

分
の
説
明
を
聞
い
た
。
翌
朝
に
も

説
明
が
あ
り
、
出
発
予
定
時
間
を

過
ぎ
て
も
勧
誘
が
続
い
た
。
契
約

し
な
い
と
帰
れ
な
い
と
思
い
、
会

員
権
付
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
一
室
を

１
０
０
万
円
で
契
約
し
た
。 

　
帰
宅
後
、
や
は
り
や
め
た
い
と

思
い
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
ハ

ガ
キ
を
送
っ
た
が
、
「
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
」
と
言
わ

れ
た
。 

（
３０
歳
代
女
性
） 
 

〔
処
理
〕 

　
不
動
産
（
土
地
や
建
物
）
の
契

約
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
と
い

う
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
条
件
は
、

事
務
所
外
で
の
宅
地
建
物
取
引
業

者
が
売
り
主
と
な
る
契
約
で
、
期

間
は
８
日
間
で
す
。 

　
セ
ン
タ
ー
が
介
入
し
交
渉
中
で

す
が
、
難
航
し
て
い
ま
す
。 

　
業
者
か
ら
は
解
約
違
約
金
１０
万

円
で
合
意
解
約
を
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
一
度
し
た
約
束
（
契
約
）
を
勝

手
に
破
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か

ら
、
契
約
か
ら
一
定
の
期
間
内
で

あ
れ
ば
、
消
費
者
側
か
ら
一
方
的

に
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
仕
組
み
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
で
す
。 

　
た
だ
し
、
全
て
の
契
約
が
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
わ
け
で
は

な
く
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
訪
問
販
売
等
で
の
契
約
は
、

特
定
商
取
引
法
の
規
定
に
よ
り
、

一
般
的
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

可
能
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
不
動
産

の
契
約
は
、
特
商
法
で
な
く
、
宅

地
建
物
取
引
業
法
が
適
用
さ
れ
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り

ま
す
が
、
条
件
等
が
厳
し
く
な
り

ま
す
。
８
日
以
内
で
あ
っ
て
も
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
安
易
に
契
約
し
て
、
解
約
す
る

と
き
に
、
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
、

契
約
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。
必

要
が
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
、
き

っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。 

　
チ
ラ
シ
に
は
消
費
者
に
と
っ
て

不
利
な
内
容
は
小
さ
く
書
か
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
「
無
料
」

等
、
お
得
な
情
報
だ
け
で
判
断
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

無
料
商
法
に
ご
用
心
！
 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

８ 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

国民年金のお知らせ 
●国民年金被保険者の種類は、職業などによって３
種類あり、それぞれ加入手続きや保険料の納付方
法が違います。 

●こんなときは住民票がある市区町村役場で手続きを！ 

第１号　 
被保険者 

・学生 
・自営業者 
・無職　等 

・会社員 
・公務員　等 

・第２号被保 
　険者に扶養 
　されている 
　配偶者 

住民票のある 
市区町村役場 
へ届出 

勤務先の事業 
主が届出 

配偶者の勤務 
先経由で届出 

各自が納付 

勤務先で納付 
（給料から天 
引き） 

自己負担なし 
（配偶者が加 
入する年金制 
度が負担） 

第２号　 
被保険者 

第３号　 
被保険者 

どんな人が？ 加入の届出は？ 保険料の納付は？ 

２０歳になった方 学生・自営業・無職などであるとき 

住所や氏名が変わったとき 

保険料の免除申請をしたいとき 

会社を退職したとき 

増収や離婚等で配偶者に扶養されな 
くなったとき 

配偶者が６５歳になり第２号被保険者 
でなくなったとき 

配偶者が厚生年金保険や共済組合等 
に加入していた会社を退職したとき 

こんなとき 

現在第１号被保険者の方 

現在第２号被保険者の方 

現在第３号被保険者の方 

※必要書類は事前にご確認ください。 

住民生活課（内線３７４） 



採水日　平成27年10月13日 

　水道水は、法令等に定められた検査項目と検査頻度

により水質検査を行っています。 

　福崎町では、検査が義務付けられている検査項目と、

その他項目についても検査を行っています。また、水

道水の原水も検査しています。 

　結果は、水質基準に適合しており、飲料水として十

分な安全性を確保しています。 

●平成27年度水道水水質検査結果● 

基　準　項　目 
亀坪大歳神社 八千種研修 センター　 

検　査　結　果 

田口公民館 

基準値 
（mg/L） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22

一般細菌 

大腸菌 

亜硝酸態窒素 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

塩素酸 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

塩化物イオン 

有機物（ＴＯＣの量） 

pH値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

100個/ml以下 

検出されないこと 

0.04以下 

0.01以下 

0.6以下 

0.02以下 

0.06以下 

0.03以下 

0.1以下 

0.01以下 

0.1以下 

0.03以下 

0.03以下 

0.09以下 

0.08以下 

200以下 

3以下 

5.8以上～8.6以下 

異常でないこと 

異常でないこと 

5度以下 

2度以下 

1 

陰性 

0.004未満 

0.001未満 

0.13 

0.002未満 

0.002 

0.003未満 

0.003 

0.001未満 

0.008 

0.003未満 

0.003 

0.001未満 

0.008未満 

4.7 

0.3 

6.48 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.2

0 

陰性 

0.004未満 

0.001未満 

0.09 

0.002未満 

0.008 

0.003未満 

0.002 

0.001未満 

0.016 

0.004 

0.006 

0.001未満 

0.008未満 

9.5 

0.5 

7.10 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

0 

陰性 

0.004未満 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.001未満 

0.003未満 

0.002 

0.001未満 

0.004 

0.003未満 

0.002 

0.001未満 

0.008未満 

4.6 

0.3 

6.56 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.4

問い合わせ先　上下水道課（内線３８３・３８５） 

９ 

　５月３１日（火）にボンマルシェ福崎店で、福崎町防

犯指導委員会主催による「春の防犯キャンペー 

ン」を、福崎警察署と福崎防犯協会の協力を得て実

施しました。 

　現在、振り込め詐欺や車上狙い、空き巣などが多

発しています。防犯意識を高め、みんなが注意し合い、

犯罪のない明るい福崎町にしましょう。 

（住民生活課） 

　水道週間（６月１日～７日）の取り組みとして、

６月２１日（火）、スポーツ公園で管工事業協同組合主

催による技術講習会が開催され、水道技術関係者と

上下水道課職員が参加しました。 

　大規模な災害はいつやって来るか分かりません。

生活の基盤となる安全な水を、少しでも早く届けら

れるよう、最新の災害対策器具についての知識を深

めました。これからも最新の情報を得つつ、各組合

員との連携を確認し、災害が多くなる時期に向け万

全の体制を整えていきます。　　　　（上下水道課） 

～安定した給水確保のために～ 
水道技術講習会を実施 



国民健康保険のお知らせ 国民健康保険のお知らせ 【問い合わせ先　健康福祉課　国保医療係（内線３５５）】 

介護保険のお知らせ 介護保険のお知らせ 

　
７
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。 

　
高
齢
受
給
者
証
を
保
険
証
と
あ

わ
せ
て
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
昭
和
１９
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方
は
一
部
負
担
額
が
１

割
、
昭
和
１９
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
は
２
割
（
現
役
並
み
所

得
の
方
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
郵
送
す
る
証
は
平
成
２７

年
中
の
所
得
等
に
よ
り
算
出
し
た

一
部
負
担
金
割
合
を
記
載
し
て
い

ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

ま
す
の
で
医
療
機
関
に
か
か
る
時

は
窓
口
で
保
険
証
と
あ
わ
せ
て
ご

提
示
く
だ
さ
い
。 

  

　
高
齢
受
給
者
証
は
誕
生
日
の
翌

月
か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方

は
誕
生
月
か
ら
で
す
。
使
用
が
可

能
と
な
る
月
の
前
月
下
旬
に
該
当

の
方
に
送
付
し
ま
す
。 

     

　
８
月
か
ら
新
し
く
平
成
２７
年
中

の
所
得
等
で
算
出
す
る
認
定
証
が

発
行
で
き
ま
す
。
入
院
ま
た
は
高

額
に
な
る
外
来
診
療
の
際
に
、
こ

の
証
と
保
険
証
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
１
つ
の
医
療
機

関
等
に
お
い
て
１
か
月
の
保
険
内

診
療
分
に
か
か
る
自
己
負
担
が
限

度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。 

 ﹇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７５
歳
未
満
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方 

　
こ
の
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ

れ
ま
す
。
証
の
発
効
期
日
（
申
請

月
の
１
日
）
か
ら
食
事
代
が
減
額

に
な
り
ま
す
の
で
申
請
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。 

﹇
限
度
額
適
用
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７０
歳
未
満
の
住
民

税
課
税
世
帯
の
方 

※
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
の
み
交
付
対
象

と
な
り
ま
す
。 

　
申
請
は
８
月
１
日
以
降
に
お
願

い
し
ま
す
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
認
定
証
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の

国
民
健
康
保
険
証 

・
印
鑑 

 

保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
方
は
こ

の
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！ 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担 

額
減
額
認
定
証
」「
限
度 

額
適
用
認
定
証
」
が
必
要 

な
方
は
必
ず
申
請
を
　

　 

新
し
く
７０
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ 

　
現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
（
白
色
）
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
で
す
。
平
成
２８
年
度
の
所
得
判
定
後
、
８
月
１

日
か
ら
翌
年
の
７
月
３１

日
ま
で
有
効
の
負
担
割

合
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
、
事
業
所
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
旧
負
担
割
合

証
は
有
効
期
限
終
了
後

に
健
康
福
祉
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

新
し
い
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す 
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に 

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す 

いいえ 

いいえ は　い 

判定基準 

年金収入＋その他の合計所得金額が 
・単身世帯の場合２８０万円以上 
または 
・６５歳以上の人が２人以上いる 
　世帯の場合３４６万円以上 

※利用者の負担額には、１か月の上限額（高額介護サ
ービス費）があるため、自己負担がすべて２倍にな
るわけではありません。 

本人の合計所得金額が１６０万円以上 

２割負担 １　割　負　担 

は　い 

見 本 

【問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５４・３６４）】 

１０ 

『ふくさき防災ネット』に登録を！ 『ふくさき防災ネット』に登録を！ 

　平成２６年４月から『ふくさき防災ネット』の運
用を開始しています。 
　気象情報、地震情報、避難勧告や火災などの情
報を携帯電話のメールを活用して配信するサービ
スです。 

　登録方法は、fukusaki@bosai.net宛て
または、下記のＱＲコードを読み取り、空
メールを送信して登録してください。 
　詳しくは町ホームページ 
をご覧ください。 



後期高齢者医療制度のお知らせ 後期高齢者医療制度のお知らせ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
を
決
め
る
基
準
で
あ
る
保

険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
ま
す
。
７
月
中
旬
に
「
平
成

２８
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

保
険
料
の
支
払
方
法 

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い 

　
【
特
別
徴
収
】 

　
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に

よ
る
支
払
い
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

税
務
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

②
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の 

　
お
支
払
い
【
普
通
徴
収
】 

　
年
金
の
受
給
額
が
年
額
１８
万

円
未
満
の
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合

計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方
が
対
象
で
す
。

原
則
、
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
、
毎
月
月
末
を
納
期
限
と
し

て
、
９
期
に
分
け
て
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。 

   

保
険
料
の
計
算
方
法 

　
年
間
の
保
険
料
は
一
人
ひ
と

り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
と
な
り
ま
す
。 

　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

毎
年
８
月
１
日
で
す
。
７
月
下

旬
に
簡
易
書
留
で
新
し
い
被
保

険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の

納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
有
効
期

限
が
短
い
被
保
険
者
証
（
短
期

被
保
険
者
証
）
を
送
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が

困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
の
平
成

２７
年
中
の
所
得
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
平
成
２８
年
度
の
住
民
税
課

税
所
得
と
平
成
２７
年
中
の
収
入

額
（
１
月
か
ら
７
月
ま
で
は
平

成
２６
年
）
を
も
と
に
計
算
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
状
況
の

異
動
や
所
得
の
更
正
に
よ
り
、

随
時
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

   

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
は
認
定
証
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と
に
１

か
月
間
に
支
払
う
自
己
負
担
額

が
、
外
来
・
入
院
と
も
区
分
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
も

減
額
さ
れ
ま
す
。（
柔
道
整
復
、

鍼
灸
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
な
ど
は
除
く
。
） 

　
認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年

８
月
１
日
で
す
。
現
在
、
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月
以
降

も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
減
額

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
い
っ

し
ょ
に
送
付
し
ま
す
。 

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
で
減
額
認
定
証
の
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
健

康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
必
要
と
さ
れ
る
方
の
保
険
証 

・
印
鑑 

・
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証 

 

問
い
合
わ
せ
先 

・
資
格
に
関
す
る
こ
と 

健
康
福
祉
課（
内
線
３
５
５ 

・
３
５
６
・
３
７
９
） 

・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と 

　
　
税
務
課
（
内
線
３
４
２
） 

・
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
務
局
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１ 

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。（ここでいう控除額とは、公的年金等控除額、
給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません） 

（平成２７年中（１～１２月）の 
総所得金額等（※） 
　－　３３万円）×　１０.１７％ 

平成２８年度保険料額 
（最高限度額５７万円） 

②所得割額 

４８,２９７円 

①均等割額 ①＋② 

＋ ＝ 

し
ん
き
ゅ
う 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額 

減
額
認
定
証
　
　
　
　
　
　 

　サマージャンボ宝くじの収益金は、県内市町の住

みよいまちづくりに活用されています。 

　収益金は各都道府県の販売実績などに応じて交付

されますので、ぜひ兵庫県内の宝くじ売り場でお買

い求めください。 

7月6日（水）発売　　　 
発売期間　７月６日（水）～７月２９日（金） 

抽せん日　８月９日（火） 

問い合わせ先　（公財）兵庫県市町村振興協会 

　　　　　　　　０７８（３２２）１１５１ 

１１ 



１２ 

　福崎町では、平成２６年１月に施行された産業競争力強化法に基づき、地域での創業を促進させるため、

「創業支援事業計画」を策定し、国の認定を受けました 

　この計画に定める「特定創業支援事業」を受けて、本町が証明書を交付した創業者は、国の様々な支援

策を受けることができます。 

特定創業支援事業とは 

　創業支援事業計画に掲げる事業の中で、「経営

・財務・人材育成・販路開拓」の４つの知識を

習得することができる継続的な支援事業を「特

定創業支援事業」といい、福崎町では、福崎町

商工会で行われる創業支援セミナーや個別相談

を「特定創業支援事業」と位置づけています。 

　この事業に位置づけられたセミナー等を受講

し、４つの知識を習得したと認められる者に、

支援を受けたことの証明として、申請により証

明書を交付します。創業希望者等は、この証明

書により以下の特例を受けることができます。 

●特定創業支援事業を受けるとこんなメリットがあります。 

●福崎町での創業支援体制 

会社（例：株式会社）を設立

する際の登録免許税の減免 

資本金の０.７％→０.３５％ 

最低税額１５万円→７.５万円 

無担保、第三者保証人なしの創業

関連保証の枠が１,０００万円から 

１,５００万円までに拡大され、事業

開始の６か月前から利用可能 

日本政策金融公庫「新創

業融資制度」の自己資金

要件を撤廃 

問い合わせ先　地域振興課　商工係（内線３９１） 

〈全体像〉 
※下線は特定創業支援事業 

（公財）ひょうご産業活性 
化センター 

・よろず相談 
　（創業支援関連全般） 
・情報提供 
　（融資、助成メニュー等） 

もち麦産地振興協議会 

・地域資源活用バックアップ 

・創業支援セミナー実施 
・創業支援の個別相談 

・金融支援 
・セミナー・イベント支援 

金融機関　　　　 
・みなと銀行　 
・但馬銀行　　 
・但陽信用金庫 
・姫路信用金庫 
・播州信用金庫 

日本政策金融公庫 

中小企業大学校関西校 

・ワンストップ相談窓口の設置 
・関係機関との調整 
・創業支援事業補助 

創業希望者、創業者 

福崎町 

福崎町商工会 

・金融支援 
・セミナー支援 

・個別相談支援 
・セミナー（講師派遣）支援 



農業委員会

農業委員会 
だより 

農地パトロールを実施しています 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

　福崎町農業委員会では、農地パトロールを実施し、農地の利用状況調査

を行い、違反転用の未然防止や、遊休農地の解消に取り組んでいます。 

　平成２８年３月末日時点の調査結果は、遊休農地面積約５.８ha・７３筆とな

りました。次回は８月に町内全

域で実施する予定です。 

　農地を耕作しないまま放置す

ると、周辺の農地や住民に迷惑

がかかります。地域のより良い

環境を保つためにも、草刈りな

どの保全管理を行うか、担い手

に貸し出して耕作してもらうな

どし、農地を適正に管理してく

ださい。 

１３ 

遊休農地 

油で閉塞したマンホール 下水道管につまった下着類 

解消された農地 

　みなさんは、油の多い食事をしておなかをこわ

したり、食べ物をのどに詰まらせたりしたことは

ありませんか？下水道も同じです。「油」や「野菜

くず」など「水に溶

けないもの」を流すと、

下水道管が詰まって

道路や宅内に汚水が

あふれたり、汚水処

理施設の機能を低下

させたりします。 

　町内でも、宅内の排水管やマンホールが油で完

全に詰まり、下水道が使えなくなったり、悪臭が

出たりする事例が発生しています。下水道は、何

でも流していいもの

ではありません。一

人ひとりがルールを

守って正しく使用し

てください。 

～使用上の注意とお願い～ 

　飲食店等で設置されているグリーストラップ（油脂類遮断装置）は、

毎日のバスケット清掃及び月に１度程度の沈殿物の清掃が必要です。 

飲食店等のみなさまへ 
問い合わせ先 

上下水道課（内線３８２・３８４） 

　残った油は凝固剤を使って固
める・キッチンペーパー等で吸
い取り燃えるごみ
に出す、生ごみは
燃えるごみに出す
といった対処をし
てください。 

　ティッシュペーパー・
紙おむつ・生理用品など
水に溶けな
いものは流
さないでく
ださい。 

　髪の毛は分解しにくいだけでなく、
下水道管の中で汚物をひっかけ、詰
まりの原因になります。
排水溝に目の細かいネ
ットなどを張り、髪の
毛が流れないようにし
てください。 

台所では・・・ トイレでは・・・ 浴室では・・・ 



　
井
上
通
泰
は
、
眼
科
医
を
営
む

傍
ら
、
歌
学
・
国
文
学
・
史
学
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
著
述
を
残
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
著
述
に
は
、

現
在
の
研
究
で
も
参
考
に
さ
れ
る

べ
き
部
分
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
医
学
に
関
し
て
は
大
学

で
学
ん
だ
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の

分
野
に
つ
い
て
は
全
く
の
独
学
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

　
通
泰
が
独
学
の
方
法
を
身
に
つ

け
た
の
は
、
彼
が
ま
だ
松
岡
家
に

い
た
頃
。
そ
の
手
ほ
ど
き
を
し
た

の
は
、
実
父
で
あ
る
松
岡
操
で
し

た
。
操
の
母
親
、
つ
ま
り
通
泰
の

祖
母
で
あ
る
松
岡
小
鶴
は
、
女
性

な
が
ら
学
問
を
よ
く
し
、
私
塾
を

開
い
て
人
に
教
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

小
鶴
に
教
え
ら
れ
、
通
泰
は
９
歳

の
頃
に
は
お
お
か
た
の
字
が
読
み

書
き
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
通
泰
に
、
操

は
『
日
本
書
紀
』
の
「
神
代
の
巻
」

と
１
冊
の
字
引
（
辞
書
）
を
与
え
、

一
人
で
こ
れ
を
読
ま
せ
ま
し
た
。 

　
『
日
本
書
紀
』
は
漢
文
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
漢
文
を

読
む
際
に
、
た
と
え
ば
「
春
眠
不

覚
暁
」
を
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」

と
読
む
よ
う
に
、
日
本
語
の
語
順

に
沿
う
よ
う
に
読
み
下
し
て
い
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
漢
字
の
読
み
が

わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
漢
文
を
読
み

下
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
読
み
下
し
て
も
、
文
章

の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

漢
字
の
意
味
を
知
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
大
人
で
も
、
な
か
な

か
根
気
の
い
る
作
業
で
す
。 

　
「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ

よ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
。
「
大
事
な
子
ど
も
だ
か
ら
こ

そ
、
親
の
手
元
で
甘
や
か
さ
ず
、

世
間
の
苦
労
を
経
験
し
た
ほ
う
が

よ
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

操
は
、
学
問
の
場
に
お
い
て
、
こ

の
こ
と
わ
ざ
を
実
践
し
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
、
幼
い
通
泰
も
ま
た
、

難
し
い
か
ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め

る
こ
と
な
く
、
一
生
懸
命
字
引
を

引
き
な
が
ら
、
『
日
本
書
紀
』
を

読
ん
で
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ

う
し
た
経
験
に
よ
っ
て
、
通
泰
は

ど
ん
な
に
難
し
い
書
物
で
も
、
辞

書
や
参
考
文
献
を
用
い
れ
ば
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
を
学
ん
だ
の
で
す
。 

　
そ
の
後
通
泰
は
、
井
上
家
に
養

子
に
入
り
ま
す
。
井
上
家
は
代
々

医
者
を
家
業
と
し
て
い
ま
し
た
。

通
泰
も
ま
た
、
医
者
と
な
る
べ
く

上
京
し
、
明
治
１４
年（
１
８
８
１
）

に
大
学
予
備
門
に
、
同
１９
年
に
帝

国
大
学
医
科
大
学
に
入
学
し
ま
す
。

そ
し
て
、
卒
業
後
は
大
学
の
眼
科

医
局
の
助
手
や
、
姫
路
病
院
で
の

勤
務
を
経
て
、
明
治
２８
年
に
岡
山

に
あ
っ
た
第
三
高
等
学
校
医
学
部

の
教
授
と
な
り
ま
す
。 

　
実
は
、
学
生
の
頃
は
、
養
家
か

ら
止
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
史

学
の
研
究
を
控
え
て
い
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
岡
山
に
移
っ
て
か

ら
は
、
医
学
の
研
究
と
後
進
の
育

成
を
進
め
る
傍
ら
、
岡
山
地
域
の

歴
史
の
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
３５
年
に

職
を
辞
し
て
上
京
し
て
か
ら
は
、

東
京
に
岡
山
の
歴
史
に
関
す
る
資

料
が
少
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、

歌
書
や
古
典
の
研
究
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
岡
山
の
歴
史
か
ら
、
歌
書
や
古

典
の
研
究
へ
。
そ
れ
を
な
し
得
た

の
は
、
父
親
に
教
わ
っ
た
、
「
独

学
」
の
方
法
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
こ
れ
以
降
も
通
泰
は
、

学
校
に
通
っ
た
り
、
誰
か
か
ら
教

え
を
請
う
た
り
す
る
こ
と
な
く
、

独
学
で
次
々
に
研
究
の
成
果
を
世

に
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

　
近
年
で
は
何
事
も
「
わ
か
り
や

す
さ
」
が
求
め
ら
れ
、
古
典
や
歴

史
の
資
料
に
は
丁
寧
な
解
説
を
つ

け
た
も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ

り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
、
検
索
を
す
れ
ば
す
ぐ
に 

「
答
え
」
が
出
て
く
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
に
は
、

わ
か
ら
な
い
も
の
を
、
本
や
辞
書

に
頼
り
な
が
ら
、
自
分
で
解
決
し

て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
過
程
を
大

事
に
し
、
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
た

知
識
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
っ

た
か
ら
こ
そ
、
通
泰
は
生
涯
に
お

い
て
、
多
分
野
に
わ
た
る
膨
大
な

研
究
業
績
を
残
せ
た
の
で
す
。 

　
さ
て
、
７
月
２３
日
か
ら
、
柳
田

國
男
・
松
岡
家
記
念
館
で
は
、
記

念
展
「
井
上
通
泰
展
〜
歌
を
詠
み

愛
し
た
眼
科
医
〜
」
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
会
場
に
は
、
通
泰
が
残
し

た
た
く
さ
ん
の
著
作
も
展
示
さ
れ

ま
す
。
１
冊
１
冊
の
著
作
か
ら
、

通
泰
の
学
問
へ
の
情
熱
を
感
じ
取

っ
て
く
だ
さ
い
。 

第２０話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

井
上
通
泰
の
「
独
学
」 

み
ち
や
す 

み
さ
お 

こ
つ
る 

し
ゅ
ん
み
ん
あ
か
つ
き 

井上通泰展　～歌を詠み愛した眼科医～ 福崎町制６０周年記念 
井上通泰生誕１５０年記念展 

　今年は、柳田國男の兄、井上通泰が生誕１５０年を迎えます。 
　これを記念して、記念館では、７月２３日（土）から１１月２７日（日）まで
「井上通泰展」を開催します。 
　医者、歌人、国文学者として活躍した通泰の業績を、関連資料とあ
わせて紹介します。ぜひご覧ください。 

開館時間　９：００～１６：３０ 
休 館 日　月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日 

問い合わせ先 
　記念館　　２２－１０００ 

１４ 



毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
７月１９日（火）・８月１６日（火） 
場所：文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

１５ 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp

★お天気の良い日は、おひさまらんどの玄関先で水遊びができます。水着、タオルなどは各自でお持ちください。 
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

たかおかひろば やちくさひろば 

21日（木） 22日（金） 7月 

15日（木） 23日（金） 9月 

絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
　８月４日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

※開設時間は、１０:００～１５:００です。 

小さなお友達も大歓迎！！ 
日時　７月２０日（水）　１０：００～１０：３０（受付９：４５～） 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
演奏　牛尾奈津美さん、玉置真梨さん 
対象　未就園の子どもとその家族 
申込先　おひさまらんど 

　短冊に願いごとを書いたり、老人クラブの方と
一緒に親子で七夕会を楽しみましょう。 
日時　８月５日（金）　１０：００～１１：００ 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
対象　未就園の子どもとその家族 
申込先　おひさまらんど 
定員　３０組（先着順）※７/1９（火）から受付。 

日時　８月１６日（火）　１０：００～１１：３０ 
場所　文化センター　１階　和室 
おやつ　ふるふる黒糖わらびもち・もちむぎ茶 
申込先　ともだちひろば　８月１２日（金）締切 
☆おやつ代として１人５０円が必要です。 

日時　８月３日（水）　１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場所　エルデホール　メインホール 
　・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要。 
　・夏休み中のお子さんも親子でお越しください。 

　身近な材料を使って水あそびのおもちゃを作り、
ご家族で川遊びを楽しみませんか？ 
日時　８月２０日（土）　１０：００～１１：３０（受付９:４５） 
場所　青少年野外活動センター 
　　　※現地集合、雨天中止 
対象　就学前の子どもとその家族 
申込先　にこにこひろば 
持ち物　１　牛乳パック1個、 
　ペットボトル（１.５　か２　）1本 
　水筒、タオル、着替え、濡れてもいいくつ（親子共） 

日時　８月２５日（木）　１０：００～１１：００ 
場所　おひさまらんど　　講師　大内和惠先生 
テーマ　「はじめてのえほんえらび 
　　　　　～どうして子どもに絵本を読むの？～」 
対象　未就園の子どもとその保護者 
定員　１５組（先着順）　※８/１（月）から受付。 「いやいや」「じぶんで」というわが子 

私もイヤイヤ言いたいわぁ！ 



１６ 

福崎町　正規職員募集　　 
次のとおり正規職員を募集します。 

●職種 

　一般行政職……………………………１人程度 

●受付期間 

　７月２８日（木）～８月４日（木） 

●試験日及び試験会場（1次試験） 

　９月１８日（日） 

　神戸医療福祉大学（福崎町高岡１９６６－５） 

▼受験申込書の請求・問い合わせは、総務課 

　人事係（内線２２２）へ。 

福崎町ふるさと応援寄附金の 
協力事業者を募集します！ 
福崎町ふるさと応援寄附金の 
協力事業者を募集します！ 
福崎町ふるさと応援寄附金の 
協力事業者を募集します！ 

　ふるさと納税をされた方に対し、お礼の品とし

て進呈する記念品を提供していただける事業者を

募集しています。 

【応募要件】 

①福崎町内で生産、製造、加工、販売、提供さ

れる商品、サービスであること 

②町内に本社または主たる事業所を有する法人

または個人であること 

※その他にも要件があります 

【募集要項】 

　詳細はホームページをご覧ください 

【問い合わせ先】 

　企画財政課　ふるさと納税担当（内線２３１） 

東大貫不燃物中継基地 
開場日変更のお知らせ 
東大貫不燃物中継基地 
開場日変更のお知らせ 
東大貫不燃物中継基地 
開場日変更のお知らせ 

　１０月１日から、東大貫不燃物中継基地は金曜日

が休みとなり、週３日間の開場となります。 
 

開場日 

 

  

　投棄場では、個人で行った一般家屋解体で発生

した瓦・レンガ・ブロック・コンクリート片など

の埋め立てごみや、自治会活動で発生した土砂類

などを受け入れています。投棄場についてのお問

い合わせは役場・住民生活課まで。 

（住民生活課　内線３７２） 

特別指定区域（案）縦覧のお知らせ 特別指定区域（案）縦覧のお知らせ 特別指定区域（案）縦覧のお知らせ 
　兵庫県都市計画法施行条例（平成１４年兵庫県条
例第２５号）第７条第２号に規定される特別指定区
域の変更案の縦覧を次のとおり行います。 
 
【縦覧案件】 
■地区土地利用基本計画による特別指定区域 
　（地域活力再生等区域）の変更案 
　２８．西大貫地区 
■町土地利用計画による特別指定区域 
　（地域活力再生等区域）の変更案 
１．長目地区　　２．中島地区　　３．西光寺地区 
７．井ノ口地区　１５．小倉地区　　１７．鍛治屋地区 
１８．馬田地区　　２３．長野地区　　２４．神谷地区 
２５．西谷地区　　２７．高橋地区 
※その他の地区についても兵庫県との調整が整い
次第、順次手続きを行います。 

【縦覧期間】　７月１９日（火）～８月１日（月） 
【縦覧場所・時間】 
　まちづくり課　８：３０～１７：１５（閉庁日を除く） 
 
　なお、この変更案に意見のある住民の方及び土
地所有者等は、縦覧期間中に、福崎町長に意見書
を提出することができます。住所、氏名、年齢及
び案件についての意見をできるだけ具体的に記載
のうえ提出下さい。 
 
問い合わせ・意見書提出先 
　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

９月３０日まで 

１０月１日から 

金・土・日・月 

土・日・月　　 

観光協会クリーン作戦 
　今年も七種の滝、　川山、日光寺山、春日山

周辺のごみ一掃をめざして、クリーン作戦を実

施します。みなさんのご協力をお願いします。 

実施日時　７月２３日（土）　小雨決行 

　　　　　午前６時５０分から１時間程度 

　　　　※清掃ができる服装でご参加ください。 

集合場所　○福崎地区の方 

　　　　　　　青少年野外活動センター前 

　　　　　○田原・八千種地区の方 

　　　　　　　柳田國男・松岡家記念館前 

持 ち 物　手袋・帽子・鎌・火ばし など 

　　　　※ごみ袋は当協会で用意します。 

（福崎町観光協会） 



１７ 

今年も夏休みの勉強対策として、“自習室”を開

放します。ぜひ、みなさん参加して、勉強を頑張

りましょう！ 

★前期　８月１日（月）～５日（金） 

　　　　■八千種県民交流広場（　９：００～１１：００） 

　　　　■高岡県民交流広場　（１０：００～１２：００） 

★後期　８月４日（木）・５日（金）・８日（月）～

　　　　１０日（水） 

　　　　■田原県民交流広場　（　９：００～１１：００） 

　　　　■福崎県民交流広場　（１０：００～１２：００） 

＊自習する中でわからない点は、サマースクール

の指導員からアドバイスがうけられます。どん

どん力を伸ばしましょう！ 

＊指導員も募集しています。ご協力いただける方

は、ぜひご連絡ください。 

（問い合わせ先）　文化センター　　２２－３７５５ 

福崎町　　　　学習実行委員会 

小学４・５・６年生へのおさそい 

日時　８月１２日（金）１３:００～ 
場所　生活科学センター 
対象　小学生とその保護者 
　　　（４年生までは必ず保護者同伴） 
内容　エコバッグに藍の生葉たたき染めで素敵

な模様をつけます。 
講師　草木染KAKOGAWACOLOR　前田初代 
参加費　エコバッグ（小）３００円、（大）５００円 
募集人数　２０組（先着順） 
申込締切　７月２７日（水） 
持参するもの　筆記用具、水筒 
　※汚れてもよい服装でお越しください 
申込先　福崎町生活科学センター 
　　　　　２２－４９７７（月曜日休館） 
共催　福崎町消費者の会 

親子で楽しむ！草木染め体験 親子で楽しむ！草木染め体験 親子で楽しむ！草木染め体験 親子で楽しむ！草木染め体験 

◆掛金の一部を国が助成 
◆掛金は全額非課税　手数料も不要 
◆外部積立型なので管理が簡単 
◆パートさんの加入もOK

人も、会社も、　　元気に！ もっと 

（独）勤労者退職金共済機構 中小企業退職金共済事業本部 
　03－6907－1234　FAX.03－5955－8211

　都市における環境の改善や防災性の向上など
を目的として、県民緑税を活用し、自治会・緑
化団体などが実施する公園・広場・空地・学校
などの緑化活動に対して補助を行います。 
対象となる活動 
・一般緑化（植栽・生垣） 
・校園庭・広場の芝生化 
・駐車場の芝生化 
・建築物の屋上・壁面の緑化 
募集期間　１１月３０日（水）まで 
問い合わせ先 
・中播磨県民センター　まちづくり建築第２課 
　（　０７９－２８１－９３１３） 
・兵庫県都市政策課　緑化政策班 
　（　０７８－３６２－３５６３） 

（まちづくり課） 

県民まちなみ緑化事業 

　メール配信を希望される方は、スマートフォン、
携帯電話、パソコンなどの端末から下の登録ページ
に接続し、新規登録を行ってください。（メール受
信にかかる通信料は、受信者の負担となります。） 
登録ページ http://www.town-fukusaki.jp/cel 

 
総務課（内線２２１） 

お知らせシステムとは･･･ 

防災行政無線の放送内容を、放送

と同時に希望者にメール配信する

サービスです。 

をご活用ください をご活用ください 

左のQRコードを読み取って登録ページ
に接続することもできます。 



１８ 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は 

　
　
７
月
１９
日（
火
） 

　
　
８
月
１５
日（
月
）・
１６
日（
火
） 

　
　
９
月
２０
日（
火
） 

　
　
１０
月
９
日（
日
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。
（
１０
月
中
の
利
用
は
８
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館
し

て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て 

　
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
で
は
、
見
学
、
概
要
説
明
及
び

体
験
実
習
を
実
施
し
ま
す
。 

開
催
日 

　
知
的
障
が
い
者
対
象
科 

　
　
７
月
３０
日（
土
） 

　
身
体
障
が
い
者
対
象
科 

　
　
７
月
３１
日（
日
） 

申
し
込
み
方
法 

　
申
込
用
紙
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
７
月
２０
日（
水
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て

く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

学
院 

　
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
９
２
８
・
５
５
１
２ 

 

海
上
保
安
官
募
集 

募
集
種
目
　
海
上
保
安
学
校
学
生 

応
募
資
格 

　
平
成
２８
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
（
同
等
を
含
む
）
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び

平
成
２９
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

（
同
等
を
含
む
）
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者
。 

受
付
期
間 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　
７
月
１９
日（
火
）〜
２８
日（
木
） 

○
郵
送
・
持
参 

　
７
月
１９
日（
火
）〜
２１
日（
木
） 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
海
上
保
安
部
　
管
理
課 

　
０
７
９
・
２
３
１
・
５
０
６
３ 

 

自
衛
官
募
集 

募
集
種
目 

　
Ａ
　
航
空
学
生 

　
Ｂ
　
一
般
曹
候
補
生 

　
Ｃ
　
自
衛
官
候
補
生 

応
募
資
格 

Ａ
　
高
卒（
見
込
含
）２１
歳
未
満
の
者 

Ｂ
・
Ｃ
　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
者 

受
付
期
間 

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
（
女
子
） 

　
９
月
８
日（
木
）ま
で 

Ｃ
（
男
子
） 

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部 

姫
路
地
域
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
８
２
・
０
５
３
５ 

 

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
た
だ
い

ま
平
成
２８
年
度
第
２
学
期
（
１０
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目

を
１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
機
会
に
放
送

大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

　
８
月
３１
日（
水
）ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.ouj.ac.jp 

 

の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
募
集 

　
兵
庫
県
と
公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
人
権
啓
発
協
会
で
は
、
人
の
優

し
さ
や
思
い
や
り
、
支
え
合
う
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
、
人
権
文

化
の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決
に

関
す
る
内
容
が
描
か
れ
た
文
芸
作

品
〔
小
説
、
随
想
（
手
記
・
作
文
）、

詩
、
創
作
童
話
〕
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

応
募
資
格
　
兵
庫
県
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方 

応
募
作
品
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

を
含
む
未
発
表
・
未
投
稿
の
自

作
の
作
品
に
限
る
（
字
数
制
限

あ
り
） 

応
募
方
法
　
郵
送
に
限
る 

応
募
期
限
　
９
月
１０
日（
土
） 

　
　
　
　
　（
当
日
消
印
有
効
） 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

（
公
財
）兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会 

　
　
０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５ 

 

求
む
！
キ
ラ
リ
輝
く
ア
イ
デ

ア
と
政
策
提
言
！ 

　
障
害
者
差
別
と
人
権
問
題
を
考

え
る
政
策
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

テ
ー
マ
　
障
害
者
差
別
と
障
害
者

の
人
権
問
題
に
つ
い
て
（
ど
ち

ら
か
に
特
化
し
た
内
容
で
も
可
） 

募
集
部
門
　
①
高
校
生
部
門
②
大

学
・
院
生
部
門 

応
募
方
法
　
①
研
究
テ
ー
マ
（
８

０
０
〜
１
５
０
０
字
程
度
、
様

式
自
由
、
手
書
き
可
）
②
応
募

者
の
概
要
（
様
式
は
県
Ｈ
Ｐ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
） 

締
切
　
９
月
２
日（
金
）
必
着 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
障
害
福
祉
課 

　
０
７
８
・
３
６
２
・
９
１
０
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
６
２
・
３
９
１
１ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

shoug
aika@

pref.hyog
o.lg
.jp 

 【
環
境
省
主
催
】 

第
１１
回
「
み
ど
り
香
る
ま
ち

づ
く
り
」
企
画
コ
ン
テ
ス
ト 

　
環
境
省
で
は
、
住
み
良
い
環
境

を
創
出
し
よ
う
と
す
る
地
域
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
か
お

り
の
樹
木
・
草
花
を
用
い
た
「
み

ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
演
出

す
る
企
画
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
要
件 

①
か
お
り
の
樹
木
・
草
花
等
（
原

則
と
し
て
総
計
３０
本
以
上
）
を
使

用
す
る
企
画
で
あ
る
こ
と 

②
実
施
を
想
定
し
て
お
り
、
植
栽

場
所
を
確
保
し
て
い
る
企
画
で
あ

る
こ
と
（
既
に
実
施
し
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
植
え
替
え
や
拡

大
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
事
業
で

あ
る
こ
と
。
） 

募
集
締
切
　
１０
月
７
日（
金
） 

※
詳
し
く
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

（
住
民
生
活
課
） 

お知らせ 

information



税関イメージキャラクター 
カスタム君 

終
戦
当
時
引
揚
者
の
皆
様
へ 

　
税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
及
び
証
券
等
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。 

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
及
び
紙
幣
。 

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
等
に
預
け
ら
れ
た
証
券

等
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ

た
も
の
。 

　
返
還
の
お
申
し
出
は
、
ご
本
人

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
々
で

も
結
構
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
税
関
支
署
管
理
課 

　
０
７
９
・
２
３
５
・
４
５
７
１ 

体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
！ 

　
５
月
２１
日
、
参
加
者
４５
人
で
鉢

伏
高
原
に
山
菜
採
り
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
野
山

を
散
策
し
山
吹
・
ワ
ラ
ビ
等
を
た

く
さ
ん
収
穫
し
ま
し
た
。
健
康
づ

く
り
に
も
一
役
か
い
ま
し
た
。 

              

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！！ 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

に
は
乗
り
方
か
ら
指
導
し
ま
す
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
８
月
６
日（
土
） 

　
＊
午
前
の
部
（
９
時
〜
１２
時
） 

　
＊
午
後
の
部
（
１３
時
〜
１６
時
） 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
各
１５
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
） 

申
込
　
７
月
２６
日
（
火
）
か
ら
先

着
順
。
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
事

務
所
に
て
受
付
。 

参
加
費 

　
小
・
中
学
生
　
　
５
０
０
円 

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
事
務
所 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
休
館
） 

  

め
だ
か
の
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

夏
休
み
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
募
集
！ 

              

　
め
だ
か
の
学
校
で
は
町
内
小
学

生
を
対
象
に
、
夏
休
み
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
、
山
登
り
や
カ
ヌ
ー

な
ど
野
外
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
興
味
の

あ
る
方
の
募
集
を
行
い
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理

事
務
所（
　
２２
・
１
１
５
３
）ま
で
。

（
月
曜
休
館
） 

  「
平
成
２８
年
度
福
崎
町
親
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
募
集
！ 

日
時
　
８
月
２１
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
福
崎
町
第
２
体
育
館 

参
加
資
格
　
男
女
を
問
わ
ず
、
小

学
生
４
名
、
大
人
２
名
が
常
時

出
場
す
る
こ
と
。 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

　
　
　
　
（
大
会
当
日
に
徴
収
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
８
月
１４

日
（
日
）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
事
務
所
ま
た
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
役
員
へ 

※
詳
し
く
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・

大
杉
ま
で
。（
　
２２
・
３
２
３
１ 

　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
３５
・
８
７
７
１
） 

  

体
育
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
体
育
協
会
に
は
１７
の
種
目
協
会

が
加
盟
し
て
お
り
、
約
４０
年
に
わ

た
り
熱
心
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。 

　
各
種
目
協
会
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
来
月
号
に
種
目

協
会
一
覧
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

※
詳
し
く
は
町
体
育
館
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。（
　
２２
・
１
１
５
３
） 

ス
ポ
ー
ツ 

１９ 

中播広域 
シルバー人材センター 

会員募集 
　神崎郡にお住まいの、原則６０歳
以上の健康で働く意欲があり、セ
ンターの基本理念に賛同された方
なら、だれでも入会することがで
きます。 
　毎月、第３火曜日に入会説明会
を行っています。（９：３０～１１：３０）
会費は、年額３,０００円です。 
　まずはお気軽にお電話ください。  
【問い合わせ先】 
（公社）中播広域シルバー人材センター 
事務局　　２７－００４４ 

舞鶴解放保管部・京都府水難救済会からのお願い 

　舞鶴海上保安部管内では、近年レジャー中の海での事故が多発して

います。事故を防ぐため、「疲れているとき」、「飲酒したとき」は、

絶対海に入らないで下さい。 

　また、プレジャーボートなどで遊ばれる方は、万が一の事故に備えて、 

○ライフジャケットの着用 

○防水パックに入れた携帯電話の携行　を心がけましょう。 

　そして事故が発生した時や事故を発見したときは、迷わず・素早く「１１８番」へ 

（舞鶴海上保安部　　０７７３－７６－４１２０） 



２０ 

蟻
の
列
　

た
ど
れ
ば
虫
の
　

骸
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

蕗
を
煮
る
　

匂
い
ほ
の
か
に
　

雨
の
午

後
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

一
会
の
人
　

感
嘆
の
声
　

白
牡
丹 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

児
の
写
生
　

葉
も
紅
の
　

大
牡
丹 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

巡
礼
の
　

白
き
法
衣
に
　

初
夏
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

箸
揃
え
　

待
つ
児
に
炊
け
し
　

豆
ご
飯 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

清
々
し
　

ハ
ー
ブ
の
匂
い
　

今
朝
の
夏 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

活
け
花
の
　

牡
丹
優
雅
に
　

薫
る
夕 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

真
紅
と
は
　

こ
の
色
な
り
き
　

薔
薇
香

る
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

花
活
け
て
　

卓
を
飾
り
し
　

夏
立
つ
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 
客
迎
う
　

ス
リ
ッ
パ
替
え
て
　

夏
に
入

る
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

孫
の
声
　

谺
と
な
り
し
　

初
夏
の
山 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

伽
羅
蕗
の
　

煮
詰
ま
る
匂
い
　

夕
厨 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

葉
桜
に
　

雀
の
遊
ぶ
　

昼
さ
が
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

朝
食
に
と
　

サ
ラ
ダ
菜
摘
み
し
　

夏
始

め
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

歩
き
始
め
し
　

曾
孫
の
背
中
に
　

若
葉

風
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

蕗
皮
剥
く
　

農
婦
の
指
の
　

太
き
手
よ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

大
空
の
気
流
に
乗
り
て
ゆ
る
や
か
な
輪
を
描
き
翔
ぶ
鳶
の
こ
え
清
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

め
ぐ
ら
せ
し
網
を
く
ぐ
り
し
鉄
線
の
秀
先
伸
び
つ
ぐ
何
処
め
ざ
す
や 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

抱
き
来
し
小
さ
き
悔
い
を
葬
ら
む
光
溢
る
る
こ
の
春
の
野
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

子
等
の
居
ぬ
一
人
の
夜
は
も
の
淋
し
玄
関
の
灯
は
や
ば
や
と
消
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

谷
山
と
い
ふ
山
里
の
さ
は
や
か
さ
睦
月
半
ば
に
木
の
芽
の
に
ほ
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

仄
白
く
若
葉
こ
ず
え
に
掛
か
る
藤
日
傘
の
人
と
見
上
げ
て
い
た
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

水
速
き
と
こ
ろ
は
細
く
花
い
か
だ
淀
み
に
た
ゆ
た
い
出
で
て
ゆ
く
な

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

望
郷
に
泣
き
し
シ
ベ
リ
ア
想
い
つ
つ
還
ら
ぬ
兵
の
片
カ
ナ
名
簿
読
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

暮
れ
な
ず
む
初
夏
の
空
明
る
き
に
一
章
節
を
読
み
す
す
み
た
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

む
く
ろ 

こ
だ
ま 

く
り
や 

ま
　
ご 

ほ
う
え 

す 

い
ず
こ 

あ
か
り 

は
つ
な
つ 

俳

句

会 

短

歌

会 
ひょうご被害者支援センターへご相談ください 

　兵庫県公安委員会から犯罪被害者等早期援助団体の指定を受けた「公益社団法人ひょうご被害者

支援センター」は、被害者支援に関する専門的な知識を有する弁護士や大学教授、臨床心理士や精

神科医等の有識者で構成され、警察との緊密な連携の下、電話相談や面接相談、付添い支援や裁判

の代理傍聴など被害者のニーズに応じた支援活動を行うことができる団体です。 

ひょうご被害者支援センターのホームページ　http://www.supporthyogo.org/

電話相談　　078-367-7833 
　火・水・金・土（祝日を除く）10：00～16：00 

面接相談（随時） 
　・法律相談　～弁護士による法律相談～ 

　・心理相談　～臨床心理士によるカウンセリング～ 

　※面接相談については、まずは電話相談に連絡をして、相談の予約をしてください。 

相談料は無料 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

2 

3 
 

6 
 

10 

11 
 

16 
 

19 

 

20 

 

21 

 

23 
 

 

27 

29 

30

土 

日 
 

水 
 

日 

月 
 

土 
 

火 

 

水 

 

木 

 

土 
 

 

水 

金 

土 

8:00 

10:00 

12:00 

11:00 

13:00 

 

 

10:30 

9:00 

11:00 

 

10:00 

13:00 

13:00 

13:20 

6:50 

9:00 

9:00 

14:00 

10:00 

 

9:00

 

 

 

 

 

要申込 

 

 

要申込 

 

 

 

 

 

 

 

２４日（日） 

～１１/２７（日） 

 

要申込 

福崎町子ども会球技大会 

たなばた会 

公民館クラブ歌謡部門発表会 

えほんのじかん 

なやみごと相談 

町民ゴルフ大会 

もち麦の日 

母子相談 

ふれあいワンデー生活塾 

おはなし会 

食育の日 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

老人大学一般教養講座 

観光協会クリーン作戦 

山桃忌奉賛・写生大会 

記念展「井上通泰展～歌を詠み愛した眼科医～」 

子ども映画会 

めざせ！図書館マイスター 

フクちゃん読書の日 

アウトドア生活塾 

田原小学校グランド 

図書館 

文化センター 

図書館 

サルビア会館 

福崎東洋ゴルフ倶楽部 

 

サルビア会館 

青少年野外活動センター 

図書館 

 

 

サルビア会館 

 

文化センター 

柳田國男生家付近 

柳田國男生家付近 

柳田國男・松岡家記念館 

図書館 

図書館 

 

青少年野外活動センター 

文化センター 

図書館 

文化センター 

図書館 

社会福祉協議会 

ゴルフ協会 

農林振興課 

健康福祉課 

スポーツ公園管理事務所 

図書館 

保健センター 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

文化センター 

観光協会 

文化協会 

柳田國男・松岡家記念館 

図書館 

図書館 

図書館 

スポーツ公園管理事務所 

２１ 

～３１日（日） 
要申込 

≪作り方≫ 

①もちむぎ素麺は表示通りにゆでる。ザルにあげ、水でよく

もみ洗いしたあと氷水にさっとつけ、水気を切る。 

②キャベツ・にんじん・ピーマンはせん切りにする。塩少々

（分量外）を加えた熱湯でゆでて冷水にとり、しっかりと

水気をしぼる。 

③トマトは１cm角に切り、調味料と合わせドレッシングを

作る。 

④ボウルで①と②の野菜を合わせ、器に盛り③のドレッシン

グを添える。 

野菜をゆでることで、たっぷり食べることができます。 
しっかり水気をきって、野菜の甘みを味わいましょう。 

≪材料≫（４人分） 
　・もちむぎ素麺（福の糸）...４束 
　・キャベツ...４枚 
　・にんじん...１/２本 
　・ピーマン...２個 

・トマト...小４個 
・酢...大２ 
・薄口しょうゆ...大２ 
・オリーブオイル...大２ 

トマトドレッシング 



No.339
福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

ジカ熱やデング熱は蚊に刺されることで感染します。 
予防のためには、蚊に刺されない！蚊を発生させない！ 

２２ 

（材料）６人分 
　粉寒天...４ｇ 
　砂糖...１２０ｇ 
　かき氷のシロップ...３０ｃｃ 

 
白あん...１２０ｇ 
水...３５０ｃｃ 
水あめ...大さじ２ 

（作り方） 
１．鍋に粉寒天、水を入れ、強火で沸騰させてから、中火で

１～２分よく混ぜる。 
２．①に砂糖、水あめを加え、１～２分沸騰させる。 
３．火を止めてからシロップを加え、よく混ぜる。 
４．③をバットに流し入れ、粗熱がとれたら冷蔵庫で冷やし
固める。 

５．白あんを６等分にし、それぞれ丸めておく。 
６．寒天が固まったら、５ｍｍ角に切っておく。 
７．丸めた白あんのまわりに⑥の寒天をつければ出来上がり♪ 
☆寒天の色を変えれば、また違ったあじさいかんの完成です♪ 

■開店日　第１回　８月３日（水） 
　　　　　第２回　８月２６日（金） 
■時　間　１１時～１３時 
■場　所　保健センター２階 
■予約開始　７月１４日（木） 
　　　　　　午前９時から 
■申込み先　保健センター 
 
 
 
 
 

 
どなたでもご利用いただけます。お気軽に
ご来店ください。 

■参加対象　小学生（１～６年生） 
■会　　場　保健センター２階 
■参加費用　５００円（①②コースとも） 
■募集人数　各コース３０人（先着順） 
■申込開始　７月１４日（木）午前９時より 

メニュー 

ふれあいランチ　３００円 

ドリンク　　　　無料 

１日限定 
６０食 

子ども料理教室＆キッズふれあい健康喫茶 
～食の思い出づくり～ 

コース 

①コース 

②コース 

開催日時 

８月２日（火） 
１０：００～１３：００ 

８月３日（水） 
１０：３０～１３：３０ 

８月２５日（木） 
１０：００～１３：００ 

８月２６日（金） 
１０：３０～１３：３０ 

内　容 

（１日目） 
　調理実習 
 
（２日目） 
　キッズふれあい健康 
　喫茶 
　～おもてなしの 
　マナーを学びます～ 

※どちらのコースも内容は同じです。 

申し込み・問い合わせ先　保健センター　　２２－０５６０（内線３６０） 

暑い季節
にぴった

り！ 

見ている
だけでも

キラキラ
涼しげ☆

 

食べると
ひんやり

とっても
美味しい

☆ 暑い季節
にぴった

り！ 

見ている
だけでも

キラキラ
涼しげ☆

 

食べると
ひんやり

とっても
美味しい

☆ 



保健センターだより 

２３ 

　出産後６か月未満の方に「産後ケア」を提供

します。内容は以下のとおりです。 

　申し込みや詳しい内容は、子育て世代包括支

援センター（保健センター）までお問い合わせ

ください。 

　利用者が、産婦人科病院や助産院等に宿泊又

は通所し、心身の疲労回復を図りながら乳児の

ケアや育児指導を受けます。 

内　　容 対　象 場所 受付時間 日（曜） 

一般健康相談 

母子健康手帳交付 

すくすく相談 
 

3か月児健診 

4か月児健診 

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２８.４月生の乳児 

Ｈ２８.３月生の乳児 

Ｈ２７.９月生の乳児 

Ｈ２７.７月生の乳児 

H２６.９月・１０月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１１日（月） 

月～金 

１１日（月） 
 

２７日（水） 

１９日（火） 

２７日（水） 

１１日（月） 

２０日（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター7月定例行事予定 

毎日、こつこつ貯筋生活 
～今より１０分多く、からだを動かしましょう～ 

＜回数の目安＞ 
１つの運動を１０～１５回続けて行い、１日の回数は自
分の体力に合わせて決めましょう。 
＜注意事項＞ 
①自分の体調に注意をはらいましょう。 
②運動中は息を止めないようにしましょう。 

※足を高く上げるほど、負荷がかかります。 
※（Ａ）のように足を上げにくい方は、（Ｂ）のように背
もたれにもたれながら上げましょう。無理のない方
法で行ってください。 

今月の貯筋プラン №2今月の貯筋プラン №2

お腹を鍛えよう ～椅子に座った腹筋～ 

宿泊サービス 

　利用者宅に助産師が訪問し、母子の健康管理

や乳房ケア、育児指導を行います。 

【利用の仕方】　※利用日数は宿泊・通所合わせて

原則７日以内 

①保健センターへ申請⇒②認定・利用決定⇒

③受け入れ事業者へ連絡・利用調整⇒④サー

ビス利用・実費支払⇒⑤福崎町へ利用者負担

金納入 

【利用者負担金】 

委託料の１割負担　※生活保護世帯は無料 

　○宿泊サービス･･･１日あたり２,０００円 

　　　　　　　　　　（例２泊３日６,０００円） 

　○通所サービス･･･１回あたり１,６００円 

　○訪問サービス･･･１回７００円 

　　　　　　　　　　（乳房ケア含む） 

※応募は、一人１テーマにつき１点に限ります。 
応募資格 
　現在、兵庫県内に在住、在勤、在学している方 
　（年齢は問いません） 
応募方法 
（１）絵手紙の形式は、ハガキサイズ（１５㎝×１０㎝） 

・彩色は自由、紙の種類、タテ・ヨコは問いません。 
（２）応募作品は自作・未発表のもので、応募者本人

のオリジナルに限ります。 
（３）作品の裏面に記入してください。 

①選択テーマ②氏名（ふりがな）③性別④年齢⑤住所
⑥電話番号⑦職業（または学校名と学年）⑧このコン
クールをどこで知ったのか（学校、公民館など） 

応募締切　９月５日（月）※当日の消印有効 
応募・問い合わせ先 
〒６５０－８５６７　神戸市中央区下山手通５丁目１０－１ 
兵庫県庁健康増進課保健・栄養指導班 

訪問サービス 

通所サービス（日帰り） 

兵庫県からのお知らせ 

「食育絵手紙」募集 
【テーマ】 ①食卓の思い出 

②私が伝えたい食育メッセージ 

①両手で椅子をしっかり

握って、背筋を伸ばし

て座りましょう。 

②足を床から上げましょう。

１・２・３と数えて、

降ろしましょう。 

（Ｂ） 

（Ａ） 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ ２４ 

町民のうごき 

平成２８年５月末現在 

７，５３４世帯 
９，３２１人　 
６６人　 
１３人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５５９人 
１０，２３８人 

５２人 
１７人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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